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清戦争（1894 年 7 月〜1895 年 3 月）後の戦勝好
景気以降の時期であり，1893 年頃には 7・8 店で
























































資料：2 万分の 1 地形図
第 2図　1909（明治 42）年における神楽坂周辺地域の様子













































































































　神楽坂の飲食店数は，2001 年は 253 店であっ











































































 4） 路線価はいずれも 1m2 当たりの金額．指定容積








 6） 日本経済新聞 2017 年 7 月 12 日（水）夕刊より．
 7） 例えば，2（何を）×2（誰と）×2（どこで）＝8
から，2（何を）×2（誰と）＝4 になる，というイ
メージ．
 8） 評論家の川本（1987）も，チェーン店の居酒屋は
薄利多売の無骨さが出ており，ビール一杯で粘る客
を相手にせず論外としている．なお主に近世から現
代にかけての商業空間の特徴とその変化を考察した
牛垣（2015）でも，チェーン店の展開の意味を考察
している．
 9） 本稿は，神楽坂に関する拙稿で触れた内容と重複
する箇所も多いため，図表や詳しい説明は以下を参
照されたい（牛垣：2003，2006，2014）．
10） 2001 年の値．
11） この再開発が料亭へ向かう区道の権利を不動産業写真 5　神楽坂のフレンチレストラン
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者へ売却したことによって可能になったということ
で，原告は新宿区を訴えている．
12） 建築面積とは，上空から見た時の建物面積であ
り，基本的には 1 階の面積を指す．これに対して建
物全体の面積を指すのが延床面積である．
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